
上毛新聞
購読のお申し込みは

≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪

１
月
４
日
に
撮
影
さ
れ
た
北
朝
鮮
・
豊
渓
里
の
核
実
験
場
の
写
真

広
場
に

人
以

上
が
整
列
し
て
い
る
の
が
見
え
る

米
衛
星
画
像
会
社
ジ
オ
ア
イ
撮
影
・
共
同

２
０
１
２
年

月

平
壌
郊
外
の
衛
星
管
制
総
合
指
揮

所
で
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
打
ち
上
げ
成
功
に
拍
手

を
送
る
金
正
恩
第
１
書
記

朝
鮮
通
信

共
同

菅
義
偉
官
房
長
官
は

日
、
北
朝
鮮
が
３
度
目
の
地

下
核
実
験
を
実
施
し
た
可
能

性
が
あ
る
と
明
ら
か
に
し

た
。
同
日
午
前
、
地
震
波
が

観
測
さ
れ
た
。
爆
発
規
模
や

核
兵
器
の
個
数
、
種
類
な
ど

詳
細
は
不
明
。

北
朝
鮮
は
２
０
０
６
年

月
９
日
と

年
５
月

日
に

核
実
験
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
回
核
実
験
が
実
施
さ

れ
た
と
す
れ
ば
金
正
恩
第
１

書
記
の
体
制
下
で
初
め
て
と

な
る
。

「
核
保
有
国
」
と
し
て
の

地
位
を
既
成
事
実
化
す
る
と

同
時
に
、

年

月
に
死
去

し
た
金
正
日
総
書
記
が
掲
げ

た
軍
事
優
先
の「
先
軍
政
治
」

の
継
承
者
と
し
て
の
金
第
１

書
記
の
実
績
を
つ
く
り
国
内

の
権
力
基
盤
強
化
を
図
る
狙

い
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
と
み
ら

れ
る
過
去
２
回
と
異
な
り
、

高
濃
縮
ウ
ラ
ン
を
使
用
し
た

可
能
性
も
あ
る
。
韓
国
軍
で

は
、
水
素
爆
弾
の
前
段
階
の

ブ
ー
ス
ト
型
核
分
裂
爆
弾
を

使
う
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
た
。

国
連
安
全
保
障
理
事
会
は

１
月

日
、
北
朝
鮮
に
よ
る

昨
年

月
の
事
実
上
の
長
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
非

難
し
制
裁
を
強
化
す
る
決
議

案
を
全
会
一
致
で
採
択
し

た
。こ

れ
に
対
し
北
朝
鮮
の
国

防
委
員
会
は

日
、
決
議
を

非
難
し
「
高
い
水
準
の
核
実

験
」
の
実
施
を
明
言
。
朝
鮮

中
央
通
信
は

日
、
金
第
１

書
記
が
「
国
家
的
な
重
大
措

置
」
の
決
意
を
示
し
た
と
報

道
、
２
月
３
日
に
は
朝
鮮
労

働
党
中
央
軍
事
委
員
会
の
会

議
で
「
国
の
安
全
と
自
主
権

を
守
る
上
で
綱
領
的
な
指
針

と
な
る
重
要
な
結
論
を
下
し

た
」
と
報
じ
た
。
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